
わたしのもとに来なさい 

「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。」（マタイ１１：２８） 

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

 新型コロナウイルス感染が再び拡大の様相を呈している中で、だれもが肉体的にも精神的にも疲れています。そんな私た

ちに、イエス・キリストは「だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。」と優しく語りかけてくださいます。

私たちが負う重荷は様々です。仕事上の困難、人間関係の軋轢（あつれき）、経済的な困窮など、数え上げればきりがありませ

ん。しかし、何よりの重荷は、外側から課せられるものではなく、内側からのもの、つまり罪という重荷です。私たちはみ

な、まことの神に背を向けているという罪を背負って、疲れ切って歩いているのです。その重荷を下ろすことができる所は

ただ一つ、キリストの十字架のもとです。キリストは私たちの身代わりに十字架にかかって死なれました。このキリストを

信じるなら、だれでも罪の重荷から解放され、たましいの休みを得ることができます。キリストは「わたしのもとに来なさ

い」と言われます。「わたしを信じなさい」という意味です。「だれでも」ですから、差別、区別はありません。このキリス

トの招きに応えて、キリストのもとに行きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月の行事より 

 6日(木) なつまつり 

  午前中に保育園のホールにいろいろなお店を出店します。おもちゃすくいやうち 

 わづくり、そしてポップコーンのお店も開店する予定です。お昼ごはんはおまつ 

りメニュー！おやつ後は盆おどりで楽しい 1日を過ごします。 

 

 13日(木)、14日(金)、15日(土) 協力保育日 

  申し込み内容に変更が出た場合は、速やかに担任までお知らせください。なお、 

 協力保育期間外で、お休み（職場の夏季休暇など）をされる場合も事前にお知らせ 

 いただけると助かります。既に、ご連絡いただいている方、ご協力に感謝致します。 

 

ひばりぐみの「おとまり保育」（8/28～29） 

  朝から、子どもたちは手作りのお揃いひばり Tシャツを来て、荷物の整理、準 

 備など、自分たちで出来ることは行い、スーパーひばりぐみになるためのくらやみ  

探検にも挑戦します。子どもたちは保育園でお友達と一緒に 1泊することを楽しみ 

にしているようです。 

 しかし、現在もコロナウイルス感染が広がっているため、状況が変わる可能性があ 

ることをご了承ください。 

 

 31日(月)〜9月 12日(土)  甲子園短期大学実習生 

  将来、保育士を目指す大学生が１名実習に入ります。実習は、大学を離れ、子ど 

 もたちとの関わりを通して、保育の専門性を学ぶ貴重な時間です。保護者の皆様の 

ご理解のほど、よろしくお願い致します。 

 

9月の行事より 

2日(水)  防災の日、引き取り訓練 

 9月 1日の「防災の日」にちなみ、今年は 9月 2日に、毎月行う避難訓練に加え、 

保護者の方にもご協力いただき、引き取り訓練を実施したいと思います。事前に、 

よい子ネットのメール受信が可能かどうかの確認をお願いします。 

 当日は、お忙しいとは思いますが、よい子ネットの配信があった時間にお迎えの 

ご協力をお願い致します。ご都合がつかない場合でも、お迎えの際に引き渡し票の 

記入等をお願い致します。詳細は、後日お知らせ致します。 

 ※よい子ネットは、土砂災害や警報が出たときなどの急な配信も致します。今後 

 も必要に応じて利用してまいりますので、受信確認は各ご家庭で責任を持ってお願 

い致します。 

 

10月の行事より 

あおぞらひろば 

  例年お借りしている宝塚小学校を使用することができません。園内の駐車場や園 

庭を使って、めだか・ひばりぐみのみで「あおぞらひろば」を計画しています。 

（保護者参加…人数制限あり・雨天中止） 

つくしぐみは、平日の保育の中で「あおぞらひろばごっこ」をする予定です。（保 

護者参加なし・日時は決まり次第お伝え致します。） 

 

お知らせ 

 ＊熱中症対策について 

  熱中症に関わる要因は、気温や湿度だけでなく、日射・地面からの照り返しに 

 よる熱（輻射熱）も関係しています。園では「熱中アラーム」という測定器を使 

 用し、アラームが作動した時は、園庭遊びを見合わせています。子どもたちが安 

 全に遊べるよう配慮していきたいと思います。 
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11 火  
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14 金 協力保育日（給食） 
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17 月 礼拝 
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19 水 保育室開放 

20 木  

21 金 避難訓練 出前児童館 

22 土 園庭開放 
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24 月 礼拝 

25 火  

26 水  
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28 金 おとまり保育 

29 土  

30 日  

31 月 礼拝 甲子園短大実習生 
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【9月の予定】 

2日(水)防災の日、 

    引き取り訓練 

 

 19日(土)あゆみ合同研修会 

 

 

【10月の予定】 

  17日(土)あおぞらひろば 

７月は梅雨とはいえ、雨の日が続きましたね。災害に見舞われ、今も困難な生活をされている方々が一日も早く安心し

て過ごせるようになることを願わずにはいられません。この地域でも、土砂災害警戒警報がレベル３になった際は、登園

を遅らせたり、自粛してくださったりと多数ご協力いただきありがとうございました。再び感染拡大が懸念されるコロナ

対策と災害対応をどう両立していくか、保育園として改めて考えた一か月でした。 

そのような状況の中でも、子どもたちは常に「楽しいことはないかな？」と色々な方向にアンテナを張り、「やってみた

い！」と意欲に満ちあふれています。ひばりぐみは、今『おとまり保育』に向けて、様々なミッションに挑戦しています。

泊まる当日だけを大切にするのではなく、そこに向かって進む過程で、子どもひとり一人が考えながら試行錯誤し、それ

が大きな心の成長につながっていくことを願っています。 

おとまり保育の目的 ・家庭を離れ、自立心を養う。また、自分でできることに喜びを感じ、自信をもつ。 

・いろいろな経験を通して、友だちや保育者とのつながりを深め、仲間としての力を育てる。 

ある日、なつまつりのお店の数が足りなくて私が困っているという設定で、「困ったなぁ…どうしよう…」と（わざとら

しく⁈）子どもたちの前を通ると「まかせて！ひばりがお店作るよ！」と頼もしい声が返ってきました。クラスで話合い、

『わなげやさん』を出店してくれることになりました。試作を重ね、素敵なわなげのゲームが出来上がっています。また、

毎年おとまり当日に行う『くらやみ探検』の準備も今年は自分たちで手作りしています。テーマは『海のいきもの』です。

図鑑を開いて魚の研究をし、熱心に絵を描く姿がありました。今、ひばりぐみのお部屋は水族館のように海の生き物でい

っぱいです。こちらも見ているだけでワクワクしてきます。 

行事の変更を余儀なくされ、あったものがなくなったり形が変わったりすることはどうしてもマイナスイメージです。

しかし子どもの姿を見ていると、それは大人の目線だと気づかされます。自分のやる事を自分で決めて楽しみながら伸び

伸びとやってみる。お家の人や保育者に見守られながら安心してやってみる。あるいは友だちと意見を交わしながら調整

しながらやってみる。大きくなった時に社会の中で自分で考えながら行動すること、相手を思いやりながら行動できると

いうことは、この時期の自分で考えた事を安心できる大人に見守られながら、十分にやってみるという経験がとても大き

な役割を果たすと信じています。こんな時だから…とネガティブに考えず、ひとり一人が存分に自己発揮できる保育を子

どもの姿を通して考えていきたいと思います。                        岸本 正子 


